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新潟市教育相談センター
新潟市特別支援教育
サポートセンターだより

新潟市中央区西大畑町458番地1

令 和 ６ 年 ２ 月 ５ 日
新潟市教育相談センター
新潟市特別支援教育サポートセンター

　この作品展は，教育相談センターに関わる
児童生徒の活動や成長の様子を保護者や学校，
外部の方に見ていただき，理解を深めてもら
うことを目的に開催しております。音楽発表
では，万代太鼓を披露し，物品販売では，「ぐみの木教室」の通室生が店員として接客しました。各区教育相談室，
「絵を描く部屋」や「イラストルーム」に通室している児童生徒が制作した作品も展示しました。多くの方に
ご覧いただき，子どもたちが達成感や有用感を感じることができる貴重な機会となりました。子どもたちへ
の心のこもったメッセージもたくさんいただき，ありがとうございました
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令和５年度　教育相談研究会

日 時　令和５年11月15日（水）14:00～16:30

〈研究主題〉「今，求められている子どもへの支援」
＜各室・夜間「学習・進路相談室」・訪問教育相談の活動紹介＞

分科会指導者 新潟大学大学院 准教授 佐藤　友哉　様
＜第１分科会・教育相談＞ 令和の不登校を防ぐための教育相談の役割～つながる関係づくり～

分科会指導者 新潟青陵大学大学院 教授 浅田  剛正　様
＜第２分科会・適応指導＞ 心の居場所をつくる支援のあり方

〔第２分科会〕参加者の方々の声
・浅田先生のご講演をお聞きして、自分の実践に足りないものに気付くことができた。今後、
どのように取り組んでいくかの、新たな視点をいただくことができた。
・自分が悩みながらやっていることを話し、それが良いことだというご意見をいただき、こ
れからも頑張ろうという気持ちになれた。これでいいのかと思いながら、日々やっている
ことの価値を確認できて、前向きになれた。
・適応指導教室モデル事業や小学校で開設している事例やその過程についてもっと知りたい
と思った。

・不登校児童への接し方について、もっと丁寧にすることが大切だということに気付くことができた。まず校
内でケース会議を開き、いろいろな立場の方から話を聞き、ひとりで抱え込むことがないようにしていきたい。
・適応指導は、授業のテクニックではどうしようもない分野なので、担当教諭は余計悩む。各学校での不安な
ことや困っていることを拾い上げて、少しでも解決できる内容にしてほしかった。

・グループ活動も全体での共有も，自分では考えが及ばないものを聞くことができて勉強に
なった。
・佐藤先生のご講演はとても実践的で，認知行動療法の視点で児童や保護者と関わる場面を
思い浮かべながら拝聴した。さらに関心が高まった。
・認知行動療法の目標は環境を整える，個人の行動とレパートリーを増やすことだと思った。
・佐藤先生のお話がとても楽しく，学びになった。生徒を指導する際にどうしても問題行動
に目が行きがちだが，適応行動に焦点を当てるという部分が参考になった。

・目の前の子どもたちや保護者からの相談に，つい答えを見付けがちだったが，一緒に考えることを大切にし
て教育活動を行っていきたい。
・実践的な学びが得られ，非常に価値ある研修会となった。講義，グループワークは不登校対応における教育
相談の重要性を実感する貴重な機会だった。

〔第１分科会〕参加者の方々の声
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　センター内にある「ぐみの木教室」では，学習支援や自分で
挑戦することを決めて取り組むことを目的とした「チャレンジ
タイム」や，他者と関わる力を育てる「コミュニケーションタ
イム」を行っています。通室生は，自分のペースで活動に取り
組みながら，成長しています。特に，成長を感じることができ
るのは，体験活動の場面です。様々な体験活動で人と関わるこ
とを通して，子どもたちは多くのことを学びます。下記に紹介
するのは，様々な体験活動の後で，自分を振り返った通室生の
言葉です。

・ぐみの木教室に通い始めてから，通う前よりもいろいろな
人と関わることができるようになりました。これからも，
これを続けていけたらいいなと思いました。

・自分を客観視することが前よりできるようになりました。
人と接することで，いろいろな世界を知っていくので，よ
り一層，客観視しやすくなりました。

　子どもたちにとって，人との関わりや体験活動がいかに大切
なことかを教えてくれる言葉だと思います。「ぐみの木教室」が，
子どもたちにとって，学校復帰や社会的自立に向けて，前に踏
み出す「心のエネルギー」をためられる「心の居場所」となれ
るよう，今後も支援に努めてまいります。

　北区の不登校児童生徒数は小学生107人，中学生124人合
計231人です。それに対して，来所相談延べ68件，電話相談
延べ13件，通室31人，通室体験３人，訪問６人となっていま
す。(11月末現在)
　北区教育相談室では，子どもの心に寄り添い，丁寧な支援
をしながら，職員と子ども，子どもと子どもの関わりや体験
を継続しています。それによって，ここが安心できる居場所
となり，心のエネルギーを蓄えて，向上的変容をしている子
どもたちがいます。

　① 家にずっといた子が相談室に来られるようになった。
　　（見学・体験から通室へ）
　② 通室と放課後登校ができるようになった。
　③ 来室時刻が早くなり，通室回数が増えた。
　④ 相談室でのコミュニケーションが増えた。
　⑤ 相談室への通室が減り，別室登校が増えた。
　⑥ 別室登校が減り，教室登校が増えた。

　相談室を「ここは私の学校だから」と言って通室していた
ある生徒が，現在は毎日教室に登校しています。一歩でも半
歩でも前に向かって進めるよう寄り添う事が大切なのだと，
職員一同改めて確認することができました。


